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西波数の－ 4 乗則に従い，順圧流体におけるロスビー波の砕波と飽和条件から導かれる E=mc2 スペクトル
を支持する結果を明らかにした。
審　査　の　結　果　の　要　旨
大気大循環の 3 次元エネルギースペクトルの解析は過去にも研究例があるが，鉛直構造関数と水平構造
関数を結びつけた 3 次元ノーマルモードエネルギー論において，鉛直構造関数は常に数値的に求められたも
のが用いられていた。本研究はそのような科学的背景のもとで，鉛直エネルギースペクトルが不自然にスペ
クトルピークとギャップを示すことに疑念を抱き，解析的に求めた鉛直構造関数に射影したエネルギースペ
クトルと比較することで，これまでに知られていた鉛直エネルギースペクトルがエイリアッシングの問題で
間違ったスペクトルになっていることを明らかにした。本研究の結果から，解析的に求めた鉛直構造関数に
よる鉛直エネルギースペクトルは，水平エネルギースペクトルと同様に，鉛直波数に対しても滑らかな－ 3
乗則に従うことが明らかになった。本研究の結果は，これまでの大気大循環のエネルギー論に新たな真実と
しての知見をもたらすもので，学位論文として十分な研究成果であると評価できる。本研究の成果は気象学
分野の一流国際誌に掲載され，大気力学の基礎研究分野で高い評価を受けている。また，水平エネルギース
ペクトルについても，傾圧成分と順圧成分の明瞭な違いを明らかにし，これまでの研究で広く知られている
波数の－ 3 乗則が傾圧成分に対する特徴であり，順圧成分については，ロスビー波の砕波と飽和理論から導
かれる波数の－ 4 乗則に従うことを明らかにした点も，学術的に高く評価される研究成果といえる。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
